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アジェンダ

実施日：2020年9月2日（水）
時間：13:30-14:30

自社技術の用途展開を見出すことで新たな市場を見つけて売り上げ拡大に
つなげたり、参入企業に特許をライセンスすることでロイヤリティを得たり、用途
分析をすることで様々なビジネスチャンスを生むことが求められています。
本セミナーでは、Themescape等を使い、自社保有技術を活かした用途探
索の仕方をご紹介します。

本ウェブセミナーの概要

• 自社技術を活かした用途探索

• テーマスケープを利用した用途探索

• 1. 被引用特許から新規用途を見出す

• 2. 共通する技術課題から新規用途を見出す

• クラリベイトのサービス部門が提供する新規用
途探索のご紹介



自社技術を活かした用途探索
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新
用
途
（
製
品
）

既
存
用
途
（
製
品
）

既存技術※ 新規技術

従来より、技術を基にしたイノベーションの実現には、「研究開発」から「事業化」「産業化」までのプロセスにおいて、

いくつかの障壁を乗り越えなければならず、障壁を乗り越えるためには、

自社技術を展開できる有望な新用途（赤枠）を 特定することが解決策の一つと考えます

②

新しく開発した技術※の用途
展開先がわからない技術※の用途

自社の既存技術※ 
＋新規技術で新用途

（要 技術買収・連携）

技術買収・連携
オープンイノベーション

① ③

※既存技術には、開発して間もない技
術、過去に開発したが、活用されずに
眠っている技術等を含む

本セミナーでは、クラリベイトのツールを使った用途探索の方法をご紹介します

自社技術を活かした新規用途展開

展開先がわからない技術※
の用途展開

新規技術を導入し、既存用途・製品を強化

既存技術※+新技術で
完全に新たな用途を開拓

しかし、膨大な特許情報などの中から新たな用途を見出すことは、時間や労力がかかり大変、困難です



クラリベイトが提供する特許関連製品とサービス

Derwent 
Innovation

（特許）

Derwnt
Data Analyzer

調査 分析

Web of 
Science

（学術文献）

ThemeScape
（俯瞰マップ）
テキストクラスタリング

クラリベイトでは、特許関連製品として以下のものをご用意しており、これらの製品使った分析サービスもご提供しています。

5

日本語特許検索

サービス

製品



Derwent Innovationとは？

Derwent World Patents 
Index®（DWPI）

Global Patent Data
INPADOC / DOCDB
(Espacenet と同じ部分) 

1 2 3

Derwent Innovationの特許情報は、３つのデーターベースを保有 世界の特許情報を包括的に整理した
クラリベイト固有のデータベース
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DWPI 61
(59ヵ国+2誌)

Bibliographic 
Data (~150)

Full text
75ヵ国※（現在66ヵ国）

DWPI-優位性

DWPI-新規性

DWPI-用途

技術内容

用途

技術の特徴、課題

DWPI タイトル
Battery system for use in motor vehicles, comprises a lithium ion secondary battery that is provided with graphite as a 
negative electrode active material and a temperature sensor detects temperature of the lithium ion secondary battery

オリジナルのタイトル
Battery system

何の発明か？
⇒電子機器

何に利用できるか？用途
⇒自動車用

どんな特徴があるか？
⇒負極活物質として黒鉛を備えたリチウムイオン二次電池と、リチウム

イオン二次電池の温度を検出する温度センサとを備える

DWPI-タイトル どのような技術内容であるか簡単に
把握できるタイトル

DWPI-抄録

国ごとに異なるフォーマットを
統一形式で収録
新規性、優位性、用途という項目毎
に整理し、各項目ごとに分析が可能
全て英語で抄録を収録しているため、
統一したテキストマイニングが可能

※2020年9月までの収録予定数

クラリベイトでは、特許調査ツールとしてDerwent Innovationを提供しています。



ThemeScape
ThemeScapeとは、Derwent Innovation 特許データ、DWPI の付加価値特許データ、または科学文献コン
テンツから情報をテキストマイニングし、マップを作成するデータ解析ツールです。
解析結果は等高線マップで表現されます。得られたマップに対して、さらに数多くの項目で再検索でき、様々な角
度から俯瞰的に知的財産に関する全体像を俯瞰することができます。
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ドットが密集している箇所は
標高が高く表現されます。

ドットは個々のレコードを表します。
関連するワードが多ければドットが近く

に配置されます。

ThemeScape

気になる箇所を枠で選択したり、
ドットを選択すると公報の詳細を
確認することができます。



Derwent Innovationの言語解析対象
Derwent Innovationでは、ThemeScapeやテキストクラスタリングで解析するテキスト対象としてDWPI抄録を使用すること
ができるので、より目的にフォーカスした解析が可能です。
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DWPI-優位性

DWPI-新規性

DWPI-用途

技術内容

用途

技術の特徴、課題

DWPI タイトル
Battery system for use in motor vehicles, comprises a lithium ion secondary battery that is provided with graphite as a 
negative electrode active material and a temperature sensor detects temperature of the lithium ion secondary battery

オリジナルのタイトル
Battery system

何の発明か？
⇒電子機器

何に利用できるか？用途
⇒自動車用

どんな特徴があるか？
⇒負極活物質として黒鉛を備えたリチウムイオン二次電池と、リチウム

イオン二次電池の温度を検出する温度センサとを備える

DWPI-タイトル どのような技術内容であるか簡単に
把握できるタイトル

DWPI-抄録

国ごとに異なるフォーマットを
統一形式で収録
新規性、優位性、用途という項目毎
に整理し、各項目ごとに分析が可能
全て英語で抄録を収録しているため、
統一したテキストマイニングが可能

世界中の特許を統一した言語(英語)で、
一貫性をもった基準で新規性、優位性、
用途と項目ごとに整理された
DWPI抄録を解析することで、
出願国に関わらず、項目ごとの解析が
可能となります。

グローバルな観点から特許情報を解析するには、 Derwent  World Patents Index (DWPI)をご利用いただくことをお勧めいたします。
DWPIは、世界中の特許を統一した言語(英語)で作成し、一貫性をもった基準で作成されています。
また、多国出願による同種のコンテンツの重複も避けることができます。
その解析結果の精度は、より優れたものとなり、解析の角度もより多彩となります。
Derwent Innovation 上のテーマスケープ（ThemeScape）、テキストクラスタリングはDWPIのコンテンツをシームレスに解析できます。



これらのワードが分析対象となります
（解析不要なワードは、ストップワード設定が可能です）

Derwent Innovationの言語解析処理のイメージ①

公報1 公報2 公報3 公報4 公報X

DWPI-用途 DWPI-用途 DWPI-用途 DWPI-用途 DWPI-用途

A,B,C,D,E A,B,C,D,F B,C,F,G,H F,G,H,I, ・ ・ ・

例えば、作成した母集団で言語解析処理を行うテキストとして“DWPI-用途”を選択した場合、
母集団の各公報の”DWPI-用途“のテキストからワードを抽出します。
（解析する対象は公報レベル、ファミリーレベルで選択できます。DWPIフィールドはファミリー毎の作成になるので、DWPI抄録を解析する場合は、ファミリーレベルをおすすめします。）



Derwent Innovationの言語解析処理のイメージ②

特許公報

公報1 公報2 公報3 公報4 ・・・

ワード A,B,C,D,E A,B,C,D,F B,C,F,G,H F,G,H,I ・・・

特
許
公
報

公報1 A,B,C,D,E - 4 2 0

公報2 A,B,C,D,F 4 - 3 1

公報3 B,C,F,G,H 2 3 - 3

公報4 F,G,H,I 0 1 3 -

・・・ ・・・ -

B,C (3)

A,D (2)

G (1)

ThemeScape テキストクラスタリング

各公報の”DWPI-用途“のテキストから抽出した
ワードから公報同士で一致するワード数を見ます。

一致するワード数で距離を表現し、２次元化したものが
ThemeScapeとなります。

一致するワードをツリー状で表現したものが
テキストクラスタリングスタリングとなります。



テーマスケープ・テキストクラスタリングを
利用した用途探索
1. 被引用特許から新規用途を見出す
2. 共通する技術課題から新規用途を見出す
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引用

新規性・進歩性理由で
拒絶

自社特許 審査官

A社特許
B社特許

被引用特許の用途俯瞰マップから
新規用途を見出す

自社特許を新規性または進歩性の理由で、
引用した特許（自社引用を除く）を抽出することで、
自社技術と近い他社特許（被引用特許）を把握し、
それらの用途から自社技術が転用できる新規用途を見出します。

母集団：自社特許を
新規性、進歩性理由で引用した
他社特許（被引用特許）

1. 被引用特許から新規用途を見出す

俯瞰マップ



事例1：富士フイルムの化粧品事業への参入

※出典：http://ffhc.fujifilm.co.jp/aboutus/history/index.html

精密化学メーカー。2006年９月にヘルスケア・化粧品市場に参入※。
2007年９月スキンケアシリーズ「ASTALIFT（アスタリフト）」を発売※。

データベース DWPI

検
索
条
件

A:引用出願人コード-DPCI (FUJF-C) SAME (RC_X OR RC_Y)

B:優先権主張年-最先-DWPI 1980-2000年

C:出願人コード-DWPI FUJF-C (富士フイルムの出願人コード）

検索式 A AND B NOT C

母集団 6,315 DWPI ファミリ

富士フイルム特許が審査官に新規性、進歩性の理由で引用された他社特許の抽出

事業開始の５年以上前の2000年以前の被引用特許の用途から
化粧品用途が見いだせるか検証

キヤノン特許に対して
富士フイルム特許を新規性理由で引用

富士フィルム

SAME:同じ段落内の任意の順序の語句すべてを検索します。
RC:関連性カテゴリー
Ｘ：特に関連のある文献; 単独で引用した場合 (EP, WO)
Ｙ：特に関連のある文献; 同じカテゴーの他の文献と組み合わせた場合 (EP); 特
に関連のある文献; 単独で引用した場合に新規性があるとは認められない文献
(EP、2011 年 4 月以降); 特に関連のある文献、当業者に自明な組み合わせに
よって 1 つ以上の文献と組み合わせたときに、クレームに係る発明が進歩性を有する
とは認められない文献 (WO)

https://www.jpo.go.jp/resources/report/gidou-houkoku/tokkyo/document/index/30_05.pdf
http://ffhc.fujifilm.co.jp/aboutus/history/index.html
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DWPI-用途

富士フイルム特許を引用した被引用特許の用途①

Fibre
Dye
Hair
Synthetic
Fiber

２件の特許が該当。これらの用途をみる。

用途：プラスチックなどのコーティング

用途：化粧水、乳液、クリームなどの化粧品

ブリストル・マイヤーズスクイブ
⇒2000年に化粧品部門をP&Gに売却

毛染め

デジタルカメラ

光ディスク

画像データ

フィルム
ハロゲン化合物

感光材料

抗原

血液検査

治療

リソグラフィー

印刷版

リチウム二次電池
パソコン

グラフィックアート画像診断

プリント回路基板

液晶

X線

レーザー

カメラ写真プリント

プラスチック

インクジェット

転送
半導体

プリンター
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DWPI-用途

用途に“Cosmetic”を含む特許を検索

10件の特許が該当

フィルメニッヒ（スイスの香料メーカー）

ナチュラ（ブラジルの化粧品メーカー）

EMBELIA（フランスの化粧品パッケージメーカー）

三井化学

ポーラ

ロレアル

事業を開始する５年以上前から
自社技術の“化粧品”用途への展開が見えていた！

デジタルカメラ

光ディスク

画像データ

フィルム
ハロゲン化合物

感光材料

レーザー

カメラ
写真プリント

プラスチック

パソコン

グラフィックアート

画像診断

プリント回路基板

液晶

X線

半導体

ポリマー

リソグラフィー

印刷版

リチウム二次電池

インクジェット

転送

プリンター

毛染め

富士フイルム特許を引用した被引用特許の用途②



用途に“Cosmetic”を含む特許を検索

DWPI-用途

Cosmetic
Gel
Pharmaceutical
Contain
Skin

データベース DWPI

検索
条件

A:引用出願人コード-DPCI (FUJF-C) SAME (RC_X OR RC_Y)

B:優先権主張年-最先-DWPI 1985-2005年

C:出願人コード-DWPI FUJF-C

検索式 A AND B NOT C

母集団 11,172 DWPIファミリ

38件の特許が該当

化粧品のキーワードも出現

事業の立ち上げ直前になると富士フイルムも
化粧品に関する出願が増加するので、

化粧品用途の被引用数も増加

引用情報を活用することで
競合企業の新規事業立上げの動向も把握できる可能性

事業参入直前の富士フイルム特許を引用した被引用特許の用途



BASF（ドイツの化学メーカー）

アモーレパシフィック（韓国の化粧品メーカー）

ジボダン（スイスの香料メーカー）

ヘンケル（ドイツの消費財メーカー）

DSM(オランダの化学メーカー）

BASF（ドイツの化学メーカー）

ニチレイ

ロレアル

ロレアル

ジボダン（スイスの香料メーカー）

バイヤスドルフ（ドイツの化粧品メーカー）

ソー（ドイツの化粧品添加剤メーカー）

トキワ

BASF（ドイツの化学メーカー）

アルケマ（フランスの化学メーカー）

事業参入直前の富士フィルム特許を引用した被引用出願人

大手の化粧品メーカー、化粧品材料メーカーの被引用出願人が増加 富士フイルムの
本格的な化粧品事業への参入が伺える



テーマスケープ・テキストクラスタリングを
利用した用途探索
1. 被引用特許から新規用途を見出す
2. 共通する技術課題から新規用途を見出す
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2. 共通する技術課題から新規用途を見出す

課題
Ａ

課題
Ｂ

課題
Ｃ

課題
Ｄ

課題
Ｅ

自社技術がもつ課題 課題Ｃの母集団

用途Ａ

用途
Ｂ

用途Ｃ

用途Ｄ

用途
Ｅ

自社技術の中の課題をピックアップします ピックアップした課題に関する技術の母集団を作成し、
それらの用途から新規用途を見出します

新規用途の可能性

STEP 1 STEP 2

テーマスケープで優位性のマップ
を作成し、課題をピックアップ

優位性のマップからのキーワードを参考に
し、ピックアップした課題に関する技術の
母集団を作成
用途マップを作成し、新規用途を探索

優位性マップ 用途マップ

同じ課題を持った技術の用途をみることで、自社技術も他社技術が解決している課題に対する用途への展開の可能性が
非常に高くなると考えられます。
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事例2：Parrotのドローン事業への参入

出典：https://www.jpo.go.jp/resources/report/gidou-houkoku/tokkyo/document/index/30_05.pdf
https://pub.nikkan.co.jp/uploads/book/pdf_file5b2760f76e7ce.pdf

1994年創業のパリに本社を構える自動車内インフォテインメント、音響ワイヤレスマルチメディアなどのワイヤレス製品メーカー。
音声認識機能や信号処理技術を専門とし、2010年に無人航空機「AR Drone」を発売。
スマホアプリで 操縦できる統合 FPV システムを搭載した、中価格帯のホビー用ドローンのヒットにより、
短期間で商業・民生用ドローン市場のシェア を大きく伸ばした。

世界の民間用ドローンの売上高シェア世界の民間用ドローン機体の台数シェア

販売開始の３年以上前の2007年以前の自社特許の課題から
ドローン用途が見いだせるか検証

民間用ドローンのシェア第２位の企業

Parrot

https://www.jpo.go.jp/resources/report/gidou-houkoku/tokkyo/document/index/30_05.pdf
https://pub.nikkan.co.jp/uploads/book/pdf_file5b2760f76e7ce.pdf


Design
Surface

Game system

Echo
Background

Ensure

Change
Input

ParameterConfiguration of the device
Function
Maintain

ドローンに関する技術出願前のParrotの技術課題

再生・制御機能の簡略化

レンズの性能向上

ユーザビリティーの向上

周波数の検出

品質向上の効率化

ノイズ除去

ディスプレイ表示の品質向上

音声の品質向上

正確な位置把握

効率的な信号処理

エネルギーの節約

周波数の制御

DWPI-優位性



Design
Surface

Game system

Echo
Background

Ensure

Change
Input

ParameterConfiguration of the device
Function
Maintain

再生・制御機能の簡略化

レンズの性能向上

ユーザビリティーの向上

周波数の検出

品質向上の効率化

ノイズ除去

ディスプレイ表示の品質向上

音声の品質向上

正確な位置把握

効率的な信号処理

エネルギーの節約

周波数の制御

課題が共通する技術の母集団の作成

DWPI-優位性

Interface
Circuit
Frequency
Digital
Input

着目する課題をピックアップし、キーワー
ドを抽出します。
インサイトからこれらの課題に関するIPC
も参考にし、キーワード×IPCの課題が
共通する技術の母集団を作成します。

H04M

G02B

H04B

H04L

A63F

テクノロジーの動向を調べる

競合企業のの動向を調べる

テーマスケープ

インサイト

課題が共通する技術の母集団

検
索
条
件

A:抄録DWPI-
優位性

Frequency OR Digital

B:IPC-すべて H04B OR H04L0029

C:優先権主張年
-最先-DWPI

2004年-2007年

検索式 A AND B AND C

検索結果 13,039 ファミリ

課題“周波数の制御”をピックアップ



Access
Wireless

Microwave

Terminal
Mobile

Communication terminal

“周波数の制御”に関する課題をもつ技術の用途

DWPI-用途

携帯電話

無線通信システム

電磁波

カード

データ通信システム

Ship
Aircraft
Receiver
Building
Detect

“航空機”用途に関連する特許をピックアップ

ワイヤレス

インターネット

デジタル放送受信機

ビデオ

オーディオ

パソコン

通信ネットワーク光通信システム

Vehicle
Motor

Motor vehicle
Vehicle
Motor
Motor vehicle
Mount
Car

自動車

“自動車”用途に関連する特許をピックアップ

航空機

セキュリティー

自動車

イコライザー

通信システム
増幅回路

画像

オフィス



“航空機”用途に関する特許の詳細

“航空機”用途に関連する特許をテキストクラスタリングでキーワード分類

”航空機“のキーワードに分類された10件の特許が該当。
これらの用途をみる。

製品を販売する3年以上前から
自社技術 の“無人航空機（ドローン）”用途への展開が見えていた！
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用途探索を効率よく行うために

1. 被引用特許から
新規用途を見出す

2. 共通する技術課題
から新規用途を見出す

DWPI抄録を用いてテーマスケープ、テキストクラスタリングを行うことで、
膨大な特許情報でも有用かつ効率のよい解析ができるので、

より効果的な用途探索ができます

DWPI-抄録

✔ 統一言語（英語）で記載
⇒ ワールドワイドな特許分析が可能
✔ カテゴリー別（新規性、用途、優位性）にまとめられている
⇒ 目的（例：用途、課題、技術）別の解析が可能

✔ 統一言語（英語）で記載
✔ カテゴリー別（新規性、用途、優位性）
にまとめられている

テーマスケープ
テキスト

クラスタリング



クラリベイトのサービス部門が提供する
新規用途探索のご紹介

26Insert footer
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•自社技術と優位性を共有する全世
界の特許が対象とする「用途」を再
びテキストマイニングにより分析し可
視化

•ステップ2 で可視化された用途から
自社にとっての新規用途を探索し、
既存用途との近さ・成長性などから
評価し、有望性などを考察

•全世界の特許における自社技術の「
優位性」の位置づけを、DWPI 抄
録のテキストマイニング解析により可
視化

• 各ステップで以下のアウトプットを想定しています

各ステップのアウトプット（イメージ）

ステップ2

自社技術と優位性を共有
する特許の用途分析

ステップ3

新規用途の抽出・まとめ

ステップ1

自社技術の優位性の分析

アウトプット
(イメージ)

✓ 優位性のThemescapマップ
✓ 自社技術の優位性を共有する
特許リスト

✓ 用途のThemescapマップ
✓ 「新用途候補」のロングリスト

✓ 「新用途候補」に関する考察
✓ 「新用途候補」のショートリスト

優位性のThemescapマップ

公報番号 優先日 優位性クラスタ ・・・

JP･･･ ･･･ ･･･ ･･･

US･･･ ･･･ ･･･ ･･･

EP･･･ ･･･ ･･･ ･･･

WO･･･ ･･･ ･･･ ･･･

･･･ ･･･ ･･･ ･･･

自社技術と優位性を共有する特許リスト

用途のThemescapマップ

No 新用途候補 該当特許の例

1 太陽電池 JP･･･

2 医療診断 US･･･

3 車載装置 EP･･･

4 コスメティック WO･･･

･･･ ･･･ ･･･

「新用途候補」のロングリスト
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• 整理された領域のうち、新規用途候補 の領域に含まれる特許を抽出しリスト化

• リスト化した 新規用途候補 について、自社技術の展開可能性を次ステップで検討

新規用途候補のロングリストの作成
ステップ2:自社技術と優位性を共有する特許の用途分析

ステップ2 ステップ3ステップ1

➢ 用途マップを可視化 ➢ 自社技術の優位性を共有する領域を選定
（閾値として、自社保有率4％未満を対象）

➢ 新規用途候補の領域に含まれる特許をリスト化

No 新用途候補 該当特許の例

1 太陽電池 JP･･･

2 医療診断 US･･･

3 車載装置 EP･･･

4 コスメティック WO･･･

･･･ ･･･ ･･･

「新用途候補」のロングリスト

新規用途候補のうち、有望な用途を次ステップで探索
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18.コスメ 6% 9% 13% 38% 3% 4% 14% 13% 868

19.センサー 6% 9% 12% 20% 8% 3% 22% 20% 581

21.電子機器 10% 9% 20% 10% 8% 9% 19% 15% 191

23.樹脂組成物 12% 18% 30% 16% 2% 5% 9% 8% 323

24.半導体 31% 7% 20% 10% 9% 1% 9% 12% 774

25.コーティング 27% 10% 34% 16% 2% 1% 3% 8% 272

26.光学部材 5% 4% 9% 10% 10% 2% 48% 11% 514

Total 1327 909 1704 1527 815 740 1746 3394
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18.コスメ 50 81 114 332 28 31 121 111 868

19.センサー 33 52 71 116 47 15 130 117 581

21.電子機器 19 17 38 20 16 17 36 28 191

23.樹脂組成物 38 57 96 52 8 16 29 27 323

24.半導体 238 56 158 80 72 7 70 93 774

25.コーティング 74 26 92 43 5 2 9 21 272

26.光学部材 28 23 48 52 51 9 249 54 514

• 新規用途候補 と 自社技術の優位性のマトリクス分析は以下の通り：

[新規用途候補] × [自社技術の優位性]
ステップ3:新規用途の抽出・まとめ

ステップ2 ステップ3ステップ1

優位性

件数

優位性

件数

優位性優位性

割合割合

1
5
.薄

膜
化

1
6
.材

質
改

良
1
9
.強

度

2
0
.耐

久
性

2
5
.高

輝
度

化
3
3
．

均
質

化
3
4
．

性
能

改
善

3
5
．

画
質

改
善

T
o
ta

l

02.エンジン 4 8 30 20 5 7 25 28 127

03.娯楽機 5 15 11 24 4 9 56 46 170

10.鉄鋼 41 17 102 41 5 30 47 62 345

11.パイプ 21 34 85 54 23 3 50 41 311

12.車載装置 45 49 172 86 53 10 117 121 653

14.建材用途 46 67 118 63 17 7 63 61 442

17.カード 6 10 5 20 7 233 60 76 417
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02.エンジン 3% 6% 24% 16% 4% 6% 20% 22% 127

03.娯楽機 3% 9% 6% 14% 2% 5% 33% 27% 170

10.鉄鋼 12% 5% 30% 12% 1% 9% 14% 18% 345

11.パイプ 7% 11% 27% 17% 7% 1% 16% 13% 311

12.車載装置 7% 8% 26% 13% 8% 2% 18% 19% 653

14.建材用途 10% 15% 27% 14% 4% 2% 14% 14% 442

17.カード 1% 2% 1% 5% 2% 56% 14% 18% 417
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領域Ⅲ

新規用途候補の市場成長性（特許×市場※）

• 作成した各新規用途候補の母集団に対する、特許-市場のCAGR（年平均成長率）の相関は以下
の通り：

• 特許/市場ともに伸び率が高く、今後最も市場拡大の可能性が高いと考えられる領域として、領域Ⅰに

該当する03.娯楽機、12.車載装置、18.コスメ、21.電子機器、24.半導体の
5用途を特定 過去10年間の世界中の特許

✓ 優先権主張年=1990～2000年
✓ 対象国：DWPI収録59カ国

各用途

母集団イメージ

ダイレクトなキーワード
で作成した、関連度の

高い検索式

平均値（40）

平均値（3）

ステップ2 ステップ3ステップ1
ステップ3:新規用途の抽出・まとめ

市
場
（

C
A
G

R
/1

9
9
5
-2

0
0
0
年
）

領域 成長性 用途

Ⅰ 高

市場の成長性、開
発ともに盛んであり、
今後も市場拡大して
いく考えられる領域

03.娯楽機
12.車載装置
18.コスメ
21.電子機器
24.半導体

Ⅱ 中

市場の成長性は低
いが、開発は盛んで
あり、今後、市場の
成長が期待できる領
域

17.カード
23.樹脂組成物
26.光学部材

Ⅲ 低

開発が落ち着いてお
り、すでにある程度市
場は飽和していると
考えられる領域

02.エンジン
10.鉄鋼
11.パイプ
14.建材用途
19.センサー
25.コーティング

特許（CAGR/1990-2000年）

※該当する用途における国内上場企業の売上合計に基づいて、市場規模を算出

21.電子機器

24.半導体
12.車載装置

02.エンジン

26.光学部材

14.建材用途

10.鉄鋼

23.樹脂組成物17.カード25.コーティング

18.コスメ

19.センサー

03.娯楽機

11.パイプ

-2.00%

0.00%

2.00%

4.00%

6.00%

8.00%

10.00%

12.00%

20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

領域Ⅰ領域Ⅲ

領域Ⅱ

バブルサイズ：市場規模(2000年)
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用途領域ごとのまとめ・考察

• 貴社特許の引用、出願人の分析結
果から得られる、貴社とのシナジー
（関連性）の有無、展開可能性に
関する考察

• テーマ別に実施した分析結果の概要コメント• 展開可能性が高いと考えられる用途のテーマ

• 分析結果のアウトプットの概要
✓ 出願人/譲受人Top10
✓ 貴社既存技術との関連性
✓ 具体的なアプリケーション
✓ など

ステップ3:新規用途の抽出・まとめ

上記分析を通じて、展開可能性が高い有望な新用途の候補を探索し、ご報告

ステップ2 ステップ3ステップ1



トレーニング
内容

➢ 調査母集団の検索式作成

➢ 優位性マップの可視化

➢ 優位性クラスタ分け

➢ 選定した優位性に関するグローバル特許の抽出

➢ 用途マップの可視化

➢ 用途クラスタ分け

➢ 新規用途候補の検索式作成

➢ 用途と優位性の統計作成

➢ 市場成長性の分析（特許、市場の年平均成長率）

➢ 新規用途候補ごとの分析

分析トレーニング・サービス

2：自社技術と優位性を共有する特許の
用途分析

3：新規用途の抽出・まとめ1：自社技術の優位性の分析

• 本分析の手法の理解・実践、および、独自の分析マニュアルの構築、お客様の社内での分析実行を目的とした、分析トレーニング も併せてご提案可能です

• プロジェクトのステップごとに、クラリベイトが分析を実施し、お客様に同作業のトレーニング、および、実施いただき、分析手法の習得を目指します

プロジェクト

分析ﾄﾚｰﾆﾝｸﾞ＆実施

プロジェクト

分析ﾄﾚｰﾆﾝｸﾞ＆実施

プロジェクト

分析ﾄﾚｰﾆﾝｸﾞ＆実施お客様

：プロジェクト遂行を目的としてClarivateが分析を実施

：お客様が分析手法を習得する目的としてトレーニングで同作業を実施

Appendix
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